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編集後記にかえて

 ●近 ごろ，インターネットとい

う言葉をよく聞 く。インターネッ

トとは，世界中のコンピュータを

っないで，ひとっのコミュニケー

ションネットワークを作 りあげる

運動であり，その恩恵にあずかる

には，専門的知識が無 くてもいい

し，また設備投資 も以前に比べる

と，極めて安いものですむ。その

意味で，インターネット(や それ

に基づいた情報のやり取 り)は ，

企業のコミュニケーション効率を

飛躍的に上げ，生産性をあげるも

のだとよく言われる。

 だが，私がインターネットに期

待するのは，そうしたちっぽけな

効果だけではない。私はインター

ネットが日本の社会構造を根本か

ら変えて くれると勝手に期待 して

いる。

 なぜか。インターネットは情報
の流れのコントロールに関 して，

送り手と受けての二者 しか関与 し

ない，徹底的な分散的意思決定の

社会 を前提 としているか らであ

る。階層的なコントロールの全 く

ない，受けてと送り手が個人とし

て向き合う社会，それがインター

ネットの前提であり，わが国の企

業や社会一般で個人が分散的に意

思決定するようにな り，「情報下

克上」を起こしていくにはかっこ

うの道具である。

 そんな事を考えていたら，先日

ある大企業にっいて，面白い話を

聞いた。そこでは，インターネッ

トのログインアカウントは，課長

以上でな くてはもらえないそうな

のである。インターネットの意味

がわかりますか?

 ●近ごろ，日本の将来を決定す

るのは，創造性豊かな人間であ

る，という意見をよく聞く。特に

これまでの企業埋没的な会社人間

から，より個性豊かな創造性に富

む仕事ができるようにしていかね

ばならない， と言われる。でも，

こういう時ほとんどの場合 「企業

がどうやって個人の創造性を高め

ていくのか」 という視点で議論が

進められる。はたして，企業は創

造性をマネイジで きるのだろう

か。

 私 は，創造性は結局企業 とかが

マネイジできない対象だと思 って

いる。ただ，創造的な仕事 は事後

的に判断することができるから，

企業がマネイジできるのは，創造

的になるかもしれない仕事ができ

る機会をより多く与えることだろ

う。少 しでもトライアルが多くな

れば，結果 として創造的と判断さ

れる仕事 も増えてくる。では， ど

うすればそうした機会を多くでき

るのか。われわれがこのモノグラ

フで，考えたかったのはこんなこ

となのか もしれない。

 ●幸か不幸か，私はいま世間か

ら注目を受け，なんらかの形でマ

スコミに報道されない日は無いと

まで言われる慶應義塾大学湘南藤

沢キャンパス(略 称SFC)に 勤 め

ている。SFCが 達成 したことはい

ろいろあるが，その大 きな部分

が，大学 の改革 モデル と して，

ディファク トスタンダー ドをっ

くった事によるだろう。競争を制

す るには，ディファク トスタ ン

ダードを作り上げるのが一番てっ

とりばやいと言われる世の中であ

る。SFCは 大 学改革競争で，勝

ちっぱなしの感がある。

 それでも競争というものの宿命

として，厳 しい批判が大学の内外

から，SFCに 投 げかけられている

のも事実である。私の研究会で，

就職が内定 している学生が，「会

社に入 ってか らSFCバ ッシング

に気をっけなさい」と言われたそ

うである。学生にとっては，4年

間 「SFCユ ーフォリア」の中で過

ごしてきただけに，過酷な現実だ

ろう。

 SFCで は，4年 間インターネッ

トと新しいことへの トライアルの

中で過ごしてきた学生が少な くな

い。そ こまでおおげさでな くて

も，インターネットと，なんでも

トライすることが空気のような世

界で，4年 間過ごしてきた学生た

ちである。そして，SFC方 式が大

学のディファクトスタンダードに

なれば， 日本中で同じ空気を吸っ

て生 きてきた学生が大量に企業に

就職 していくだろう。

 お願いだから，そういう学生の

分散的意思決定 とトライアルの意

欲を削がないで欲 しい。インター

ネットのログインアカウントは入

社式の日に決めて，多少の リスク

があっても，なんでもやってみる

機会を与えてあげて欲 しい。それ

がわが国の企業活動が創造的に

なっていく一番の近道なんだか

ら。        (守島)

■臟 一献飆 櫨 韈 織緲癬一 飜繍覊囀鱇艨醸購覊織蘿i覊覊醜糠靉蠑鋤 瀞緲曝無鰤 臙鱒鋤覊 綱

慶應義塾大学産業研究所社会心理学班研究モノグラフ

  組 織 行 動 研 究(第26号)

   責任編集  石田英夫，守島基博，佐野陽子

     KEIO STUDIES ON
ORGANIZATIONAL BEHAVIOR AND
HUMAN PERFORMANCE NO.26
      MARCH 1996

発行

■■「 禰 櫓赫

妬

所

動

 15

究

代

か

研

伏

 

 

 

 

田

業

H

日

三 

 

 

 

 

産

5

2

幣

辧

都

大

45
年

 

 

 

 

京

塾

紹
成

東

義

03
倖

08

應

話

ユ〒

慶

電

印刷

〒169東 京 都 新 宿 区高 田馬 場3-8-8

株式会社 国 際 文 献 印 刷 社

電 話03一(3362)一9741(代 表)

   〈平 成8年3月21日 〉

諮k`'撫驤蟻鱗輙距 蝋鋤一 聯 脳藜'a 臙 鵬繍 繍 轟τ .嚇癖轟犠蝿縣編1


